
全
学
の
改
革
意
識
統
一

全
学
的
な
入
試
組
織
が
各
学
部
に
働
き
か
け
、

入
試
改
革
に
対
す
る
大
学
全
体
の
姿
勢
を
形
成
。

そ
の
背
景
に
は
高
校
現
場
の
現
実
が
あ
っ
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
か
ら
、
全
学
的
な
意

識
統
一
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
学
部
間
の
垣
根
を
取
り
払
う
た
め
に

効
果
的
だ
っ
た
の
は
、
各
学
部
か
ら
入

試
業
務
に
詳
し
い
教
員
を
集
め
た
「
入

試
開
発
検
討
会
」
の
設
置
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
私
た
ち
が
入
試
改
革
案
を
各

学
部
に
直
接
持
ち
込
ん
で
も
意
見
が
ま

と
ま
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
検
討
会
で
意
見
を
も
み
、
学
部

の
意
見
を
反
映
し
た
う
え
で
持
ち
込
む

よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
議
論
が
空
転
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
入
試
改
革
は
、
教
学
改
革
の
一
環
。

早
稲
田
大
生
と
し
て
必
要
な
教
養
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
培
う
基
盤
教
育
に

も
力
を
入
れ
、
入
試
も
教
育
内
容
に
適

合
し
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
伝
統

や
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
、
高
校
と
の
接
続
や
社
会
へ
の
影

響
を
勘
案
し
つ
つ
、
時
代
に
合
っ
た
入

試
と
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
本
学
は
Ａ
Ｐ
に
も
掲
げ
て
い
る
と
お

り
、「
地
球
社
会
に
貢
献
す
る
意
志
が

強
い
」
学
生
を
、「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

地
域
か
ら
」
迎
え
入
れ
、
育
て
て
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
に
お
い
て

も
、
全
国
か
ら
多
様
な
学
生
が
集
ま
り

刺
激
を
与
え
合
う
環
境
が
理
想
で
す
が
、

近
年
は
首
都
圏
出
身
者
が
７
割
を
占
め

ま
す
。
ま
た
、
本
学
に
入
る
こ
と
が
目

的
化
し
、
入
学
後
は
燃
え
尽
き
て
留
年

す
る
学
生
も
一
部
に
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
文
系
の
一
般
入
試
で
入
っ
た

学
生
の
デ
ー
タ
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
私
大
３
教
科
型
入
試
に
特
化

し
て
勉
強
し
て
き
た
学
生
ば
か
り
だ

と
、
学
び
が
画
一
化
す
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
複
数
学
部
で
「
新
思
考
入

試
」
を
実
施
し
ま
す
。
学
力
の
合
格
点

は
一
般
入
試
よ
り
低
め
に
抑
え
、
そ
の

分
や
り
た
い
こ
と
や
、
活
動
内
容
を
課

題
レ
ポ
ー
ト
等
で
評
価
す
る
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
入
学
し
て
こ
な

か
っ
た
層
の
学
生
の
進
学
を
促
し
ま
す
。

　
同
入
試
の
「
地
域
連
携
型
」
は
、
地

元
の
課
題
に
つ
い
て
問
題
意
識
や
解
決

力
を
持
つ
高
校
生
の
受
け
入
れ
が
目
的

で
す
。
入
学
後
は
社
会
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
地
域
貢
献
活
動
な
ど
へ
の
参
加
を

支
援
し
ま
す
。「
北
九
州
地
域
連
携
型
」

は
こ
の
地
域
限
定
の
指
定
校
推
薦
で
、

入
学
者
は
地
元
で
の
就
職
を
視
野
に
、

４
年
次
か
ら
北
九
州
キ
ャ
ン
パ
ス
で
研

究
し
ま
す
。
実
施
状
況
を
見
て
募
集
人

員
と
タ
イ
プ
の
拡
大
を
検
討
し
ま
す
。

　
実
は
入
試
改
革
に
つ
い
て
は
90
年
代

後
半
か
ら
各
学
部
で
取
り
組
み
、
地
方

の
高
校
生
対
象
の
奨
学
金
制
度
も
拡
充

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
の
学

生
は
増
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
？
　
定
性

調
査
の
必
要
性
を
感
じ
、
ま
ず
は
入
学

セ
ン
タ
ー
職
員
５
人
で
地
方
の
高
校
を

訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
わ
か
っ
た
東

京
の
私
学
へ
の
無
関
心
さ
。
こ
の
中
に

ど
う
入
っ
て
い
く
か
―
―
２
０
１
６
年

度
か
ら
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

サ
ー
の
育
成
も
兼
ね
て
、
学
部
の
職
員

に
も
全
都
道
府
県
１
８
０
校
を
訪
問
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
方
で
は
１
月
ま

で
国
立
大
受
験
指
導
、
指
定
校
推
薦
は

出
さ
な
い
―
―
。
こ
う
し
た
現
実
と
危

機
感
を
全
学
で
共
有
し
た
こ
と
が
、
各

学
部
の
改
革
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
全
学
の
入
試
窓
口
で
あ
る
入

学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
思
考
入
試
の
よ

う
な
全
学
的
な
入
試
を
実
施
す
る
一

方
、
各
学
部
ご
と
の
入
試
へ
の
働
き
か

け
も
行
っ
て
い
ま
す
。
入
試
改
革
の
内

容
＝
早
稲
田
を
め
ざ
す
高
校
生
へ
の

早
稲
田
大
学

アドミッションポリシー【全学】

取材・文／児山雄介　撮影／坂井公秋

おききよたけ●1990年早稲田大学文学部哲学科教育学
専修卒。1996年同大学大学院文学研究科教育学専攻博
士後期課程単位取得退学。国立教育研究所研究員（私学
高等教育研究所研究員、同志社大学高等教育・学生研究セ
ンター研究員）を経て、1999年早稲田大学に着任。のち文学
学術院教授となり、201２年より現職を兼務。

沖 清豪入学センター副センター長
（入試開発オフィス長）

▼ 1 882年、前身となる東京専門学校創設 ▼ 13学部
32学科。学生数は約52000人 ▼ 2032年に向けた中
長期計画「Waseda V is ion  150」を2012年に公表

▼ THE世界大学ランキング2016-17で601-800位、
アジア版2017で131-140位、日本版2017で10位

背景と取り組み

プロセスとスケジュール

背  景 指  標取り組み

APとの整合性

学力型AO入試を入学センターが実施、選抜

今後も外部英語検定試験の活用を推進

課題提出型。基礎学力に問題のある生徒は少ないため、リメディアル教育は行わない

多面的・総合的評価

英語4技能

入学前教育

2012

計画 組織改編・人材育成 入試の多様化 新テストのフィジビリティスタディ

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

①学生の多様性の低下
②入学が目的化した学生の
　入学後の「燃え尽き」
③学部縦割りで全学的な
　意向が反映されにくい

▶地方にスポットを当てた入試の開発・実施
▶高校訪問の強化、地方でのオープンキャンパス実施
▶推薦・AO型入試の拡大（意欲ある人材の確保）
▶各学部と意見交換ができる会議体の設置
▶教学改革（全学的な基盤教育の整備と提供、
　 学生主体型授業の展開や英語授業など）

▶長期的な努力目標
　推薦・AO型入試６：学力型
　入試４
▶選抜性を維持するため
　一般入試の志願者数
　10万人以上確保など　

▶原則、AO入試でも学力試験を課す　▶APを常に見直し、それに伴い入試も見直す 

年度
ステップ

学内
体制

入試
制度

▶中長期計画を
策 定し、入 試 制
度の抜本改革を
掲げる

▶ 入 試 改 革 に
向けて専任部署
の設置
▶ 入 試 開 発 検
討会設置
▶ 共 通 基 盤 教
育を行うグローバ
ルエデュケーショ
ンセンター設置

▶アドミッション
オフィサー育 成
開始
▶全学IR組織を
設置
▶入学センター
で高校訪問開始

▶PJ化し各学部
職 員も 高 校 訪
問、全学で危機
意識共有

▶留学生向けの
奨学金つき大学
院AO入試実施
▶専任部署が設
計したセンター試
験利用入試を人
間科学部が実施

▶文化構想学部・
文学部でセンター
のみ方式導入
▶商学部のセン
ターのみ方式で
選択科目の幅を
増やす

▶文化構想学部・
文学部で英語４
技能テスト導入
▶人間科学部で

「学びの力」を総
合的に判断する
FACT選抜導入

早稲田大学

本学の教育に耐えうる基礎学力を持ち、本学の理念である進取の精神
に富んだ知的好奇心が旺盛であり、同時に、地球社会に貢献する意志
が強く勉学意欲の高い学生を世界のあらゆる地域から迎え入れる。

入試改革カルテ

▶複数学部で学
力型AO入試「新
思考入試（地域
連携型）」導入
▶基幹理工学部
で「 新思考入試

（北九州地域連
携型推薦入試）」
導入

多
様
性
を
高
め
る
た
め
の

地
方
に
目
を
向
け
た
入
試

学
部
の
職
員
が
高
校
訪
問

地
方
の
リ
ア
ル
を
把
握

2017 7-823 2017 7-8 22

高
校
の
現
状
と
危
機
感
の
共
有

How to

特集●質保証の入口としての入試改革

各入試、成果が
出れば順次拡大


